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日本語学習者によるアクセントの意識化を伴う発音訓練の効果
阿栄娜（国立障害者リハビリテーションセンター研究所），林良子（神戸大学）

自然な日本語の発音（アクセント）

 日本語学習者にとって非常に大切

 しかし，習得が困難である

 アクセントの習得に「意識化」が重要 [1]

 アクセントの意識化によってアクセントの習得が促
進される [2]

背景

本研究の目的

アクセントの意識化を伴う発音訓練が日本語学習
者のアクセントの聞き取りと産出（発音）に与える
効果を検証

 発音訓練→アクセント核の聞き取りを促進させる

 シャドーイング中にモデル音声のアクセントを意識的
に真似しながら訓練を行なうと，アクセントの産出が
より正確になる

 シャドーイング→オンラインで音声情報を処理するた
め，自然なアクセント型の定着に貢献することを示唆

 通常のシャドーイングでもアクセントの正答率が上が
るが[6], 意識化させるとさらに有効な可能性がある

• 実験参加者
中国語を母語とする初級日本語学習者20名
 実験群：アクセントを意識化する10名
 統制群：意識化しない10名

• 発音訓練
復唱（repeating，聞き終わってから話す）とシャドーイ
ング（shadowing，聞きながら話す）を複数回実施
→異なる課題文を使用

• 手順

• アクセントを意識させる方法
実験群に，教材[4]を用いて日本語のアクセントに関する
知識を指導し，アクセントを意識させる訓練を行った

• アクセント核の聞き取りテスト
「東京語アクセントの聞き取りテスト」の「テスト1」 [5]

• アクセントの産出の正答率

 分析対象：復唱，シャドーイング用の課題文から，そ
れぞれ36個の単語をターゲットにアクセント型を判定

 評定者：音声学の知識を持つ日本語母語話者2名に
よって，聴覚的に判断

結果

考察
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 意識化（consciousness‐raising）とは

意図的に学習者の注意を目標言語の言語形式へ向
けさせること [3]．

方法
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アクセント核の聞き取りテスト

アクセントの産出

Pre test                  Traning Post test

・アクセント核の聞き取り
・課題文を音読（復唱と
シャドーイング用のもの）

発音
訓練

・アクセント核の聞き取り
・課題文を音読

意識化の有無に関わらず
pre < post
F (1, 18) = 14.96, p < 0.01

pre < post,
F(1,18) = 6.39, p < 0.05
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・ 実験群：pre < post,
F(1,9) = 16.4, p < 0.01

・ Post: 実＞統，
F(1,18) = 5.09, p <0.05 
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